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七

八

田

千

恵

子

西
暦
年
号

明
治
十
八

(
一八
△
吾

月

日
七八

項t2
.

51

。
2

記

載

収

録

事

項

(
県

内

)

※
紙
面

一
部
破
損

※
紙
面

一
部
破
損

O
雑
報

口
山
根
検
事
帰
庁

に
付
き
三
瀬
綾

一
郎
の
代
理
を
解
く

口
一
月
三
日

に
佐
賀
新
聞
社
開
業
式
兼
百
号
祝
燕
を
挙
行

口
佐
賀
新
聞
社
開
業
式

の
鎌
田

県
令
の
祝
詞
口
丸
三
銀
行
の
閉
店

口
多
数
の
高
齢
者

口
消
防
組
演
習

○
社
説

(休
刊
中

ノ
景
状
ト
感
覚
)
○
雑
録

口
一
日
所
見

画
歌

(
振
風
校

本
庄
実
、
他
二
八
名
)

○
佐
賀
県
録
事
口
猟
用
銃
売
買
譲
与
之
節
は
出
願
す
る
に
及
ば
ず
其
時

々
可

届
出

(乙
第
百
九
拾
八
)

O
雑
報

口
県
庁
彙
聞

(菱
田
真
太
郎
は
福
岡

へ
出
張
。
早
瀬
豊
義
、

入
江
雪

雄
は
帰
庁
。
新
谷
真
滝
、
加
藤
繁
樹
、
竹
添
重
厚
、
古
瀬
来
助
、
佐
竹
源
吉

は
酒
造
検
査
員
に
。
千
綿
源
治
、
上
戸
庸
八
郎
、
木
原
盛
太
は
そ
れ
ぞ
れ
自

家
用
料
酒
検
査
の
た
め
管
内
の
三
部

へ
、
今
井
喜
四
郎
は
年
賦
金
延
納
に
付

各
郡

へ
出
張
)

口
佐
賀
新
聞
社
開
業
式
で
の
江
副
靖
臣
の
答
詞
画
池
上
村
、

今
古
賀
村
両
小
学
校
は
西
川
、
中
野
、
布
上

の
三
議
員
の
尽
力
に
よ
り
再
開

校
す
。

口
官
印
、
官
文
書
偽
造
騙
取
犯

へ
の
裁
判
言
渡
書

記

載

収

録

事

項

(
国
際

.
国
内
)

○
官
令

幽
火
薬
取
締
規
則

(太
政
官
)
O
朝
鮮
事
変

要
報

○
雑
報
昌
叙
位
霞
星
亨
保
釈

O
官
令
口
火
薬
取
締
規
則

(太
政
官
)
O
長
崎
県
録

事
O
朝
鮮
事
変
要
報

O
雑
報

口
司
法
省
で
は
定
員
、
俸
給
を
定
む
口
米
国

大
統
領
よ
り
の
通
知
書
に

「
日
本
の
特
立
平
等
を
承

認
す
る
と
共
に
、

日
本
よ
り
西
洋
諸
国
と
同
様
の
交

際
を
な
さ
ん
が
た
め
に
、
申
込
む
べ
き
報
酬
の
条
件

を
も
異
議
を
な
さ
ざ
る
べ
し
」
と

(日
本

ヘ
ラ
ル
ド

新
聞
)

口
仁
礼
少
将
の
海
軍
拡
張
論
ロ
長
崎
紡
績
所

開
業
式
及
び
石
田
英
吉
県
令
、
合
川
定
生
の
祝
詞

口
日
本
、
朝
鮮
諸
港
よ
り
清
韓
各
開
港
地
間

の
里
程

口
自
由
魁
は
解
停



西
暦
年
号

月

日

一

九

一

一
〇

項5t2乙なt2
.

記

載

収

録

事

項

(
県

内

)

口
薄
情

も
の
口
悪
ひ
品
行
國
騙
取

(佐
賀

の
乱
と
朝
鮮
事
変
を
利
用
し
た
も

の
)
○

社
説

へ活
眼
ヲ
支
那

二
注
射

セ
ヨ
)
O
雑
録
口
短
歌

(鶴
田
種
包
、

他
二
八
名
)

○
佐
賀
県
録
事
口
九
星
六
曜
吉
凶
表

(
浅
野
栄
蔵
出
版
)
、
明
治
十
八
年
略

暦

(大
富
金
次
郎
出
版
)
、
五
行
配
官
弁
解

(藤
の
井
徳
兵
衛
出
版
)
、
農

家
便
利
表

(松
浦
波

一
郎
出
版
)
、
神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
五

年
明
治
十
八
年
暦

(
七
栗
市
三
郎
)
は
発
売
指
止
相
成
候

(甲
第
百
廿
)

○
雑
報

口
県
庁
彙
聞

(大
津
加
蔵

は
山
林
官
民
有
区
別
調
査

の
た
め
西
松
浦

郡

へ
、

益
田
常
喜
は
畦
畔
素
地
々
代
調
査
の
た
め
東
松
浦
郡

へ
出
張
。
陳
内

利
武
は
佐
賀
中
学
校
書
記

に
、
神
埼
郡
書
記
渋
谷
敏
は
小
城
郡
書
記
を
申
付

ら
る
)

國
垂
井
重
明
は
殉
国
者
招
魂
社
並
に
墳
墓
実
地
精
査
と
し
て
巡
回
せ

ら
る
る
由

國
佐
賀
始
審
裁
判
所
開
庁

■
師
範
学
校
開
講

口
松
永
広

一
は
片
田

江
に
料

理
店
開
業
す
口
宅
地
経
界
争
論
事
件

(藤
津
郡
)

の
裁
判
言
渡
書

口
朝
鮮
事
変

に
関
す
る
春
野
千
枝
の
投
書
あ
れ
ど
も
誹
議
の
言
少
な
か
ら
ざ

れ
ば
没
書

口
某
村
の
胡
蝶
役
場
の
腐
体
裁

(胡
蝶
代
理
筆
生
が
地
方
税
を
増

賦
す
)

口
乱
暴
者
口
煤
大
黒
人
を
脳
す

口
無
宴
・の
盗
人
画
悪
因
悪
果
口
基
疑
郡
宮
浦

村
で
失
火
○
社
説

(民
権
家

二
望

ム
)

○
寄
書

幽
地
方
有
志
家

二
望

ム
(
壱
岐
.
河
内
格
之
助
)

○
雑
報

口
林
双
は
長
崎

へ
出
張
口
新
馬
場
花
月
亭
で
の
新
年
宴
会
は
先
憂
会

其
他

で
出
席
者
百
四
名

の
多
き

に
及
び
し
と
国
師
範
学
校
開
講
式
で
の
祝
辞

口
宅
地
経
界
論
事
件

(藤
津
郡
久
間
村
)
の
裁
判
言
渡
書

口
三
根
郡
市
武
村

出
身

の
福
山
又
市
は
現
在
広
島
県
衛
生
会
長
で
月
俸
六
拾
円

に
大
出
世
す

記

載

収

録

事

項

(国
際

・
国
内
)

○
官
令
口
火
薬
取
締
規
則

(
太
政
官
)
O
朝
鮮
事
変

要
報

○
雑
報
口
地
租
五
厘
を
減
額
の
噂
■
虚
無
党
死
刑

(

魯
国
)
口
十
八
年
各
軍
管
に
て
徴
収
さ
る
べ
き
兵
員

の
総
計
は
二
万
九
千
六
百
七
十
三
名

口
民
籍
条
例
発

を
協
議
中

画
明
治
十
七
年
中
の
太
政
官
布
告

は
計
光

三
件
、
布
達
は
計
光

一
件

(布
告
布
達

一
覧
表
)

口
栃
木
県
で
銀
鉱
発
見

O
官
令
口
火
薬
取
締
規
則

(
太
政
官
)
○
朝
鮮
事
変

要
報

○
雑
報
口
行
政
裁
判
所
設
置
の
方
法
規
制
草
案
は
已

に
脱
稿
す



=
(
日
)

一

一
四

4t2541
,

2

口
佐
賀
郡
某
役
場
の
騒
動
立
役
者
委
員
の
早
替

口
誤
権
柄

口
重
罪
犯
神
埼
郡

境
原
村

旧
戸
長
を
就
捕

口
大
根
と
薪
の
盗
人
を
捕
獲
す
O
正
誤

口
蜘
蝶
厄
場
の
腐
体
裁

(※
九
日
付
)

取
消
○
社
説

(人
民

ノ
幸
福

ハ
何
レ
ニ
在

ル
乎
)
○
雑
録

國
農
工
商

ノ
嘆
声

(鬼
島
子
)

○
寄
書

口
地
方
有
志
家

二
望
ム

(
河
内
格
之
助
)

○
佐
賀
県
録
事

隅
佐
賀
県
小
学
校
教
則

(甲
第
百
弐
拾
弐
)

○
雑
報

口
新
馬
場
劇
場
で
杞
憂
会
新
年
演
説
会
が
開
か
れ
聴
衆
三
百
余
人
、

弁
士
は
児
玉
、
石
丸
、
秋
重
、
古
閑
そ

の
他
三
人
口
英
人
フ
ル
ベ
ツ
キ
宣
教

の
た
め
来
佐

の
予
定
■
唐
人
町
荒
物
商
空
閑
佐

一
郎
は
水
書
草
紙
の
便
利
な

こ
と
を
知
り
種

々
工
夫
を
為
し
漸
く
成
効
を
逐
ぐ
、
販
路
の
開
く
や
疑
ひ
な

か
る
べ
し
口
佐
賀
市
街
戸

ロ
表

(明
治
十
七
年
十

一
月
十
五
日
現
在
)
口
変

痴
戯
騒
動

口
芝
居
○
正
誤

口
裁
判
所
は
未
だ
開
庁
無
之
よ
し
報
知
あ
り

(
※
九
日
付
を
)

取
消
○
社
説

(
活
眼
ヲ
支
那

二
注
射

セ
ヨ
)
○
寄
書
口
国
家

ノ
精
神

(洞
哉

生
)

画
短
歌

(
山
領
利
貞
、
辻
儀
介
、
斉
藤
英
称
)

○
佐
賀
県
録
事
口
明
治
十
八
年
略
暦

(川
名
保
五
郎
出
版
)
発
売
差
止

(甲

第
壱
)

口
明
治
十
八
年
乙
酉
年
略
暦

(松
村
新
太
郎
出
版
)
、
明
治
十
八
年

略
暦

(井
上
茂
兵
衛
出
版
)
発
売
差
止

(甲
第
弐
)
幽
布
畦
国
移
住
出
願
手

続

(
乙
第
壱
)

○
雑
報

口
大
坪
兵
次
は
熊
本
県

へ
出
張
凹
馬
鹿
げ
た
話
し
口
巫
山
戯
も
の
の

楊
句

○
官
令

口
火
薬
取
締
規
則

(太
政
官
)
○
清
仏
彙
報

○
朝
鮮
事
変
要
報

○
雑
報

口
政
事
始
の
布
告
第
壱
号
は
シ
コ
タ
ン
島
を

色
丹
島
と
改
称

せ
し
事
な
り
口
在
北
京
榎
本
公
使
帰

朝
の
電
報

口
法
官
謡
捗
等
の
大
改
革
口
判
任
官
登
用

規
則

の
草
案
編
制

口
憲
兵
拡
張
口
柳
川
で
貨
幣
贋
造

発
覚

(
中
外
物
価
新
報
)

口
銀
貨
相
場
等
に
朝
鮮
事

変
の
影
響
口
西
斑
牙
国
で
大
地
震
口
土
陽
新
聞
は
解

停

に
■
司
法
省
で
は
定
額
金
凡
そ
十
二
万
円
を
減
少

し
た
り
と
か

○
清
仏
彙
報
○
朝
鮮
事
変
要
報

O
雑
報

画
中
村
剛
は
民
事
に
於
て
は
定
め
な
き
敬
慎

願
書
を
俸
呈
さ
れ
し
処
更
に
北
村
判
事

に
於
て
事
件

を
審
問
せ
ら
る
べ
き
旨
達
せ
ら
れ
た
る
口
露
国
朝
鮮



西
暦
年
号

月

日一
五

一

・

一
六

項51
.

2
。

51
,

記

載

社

録

事

項

(
県

内

)

○
正
誤
嘱
悪
い
品
行

(
※
八
日
付
)
取
消
○
社
説

(活
眼
ヲ
支
那

二
注
射
セ

ヨ
)
○
寄
書
口
国
家
精
神

○
佐
賀
県
録
事
口
布
畦
国
移
住
出
願
手
続

(乙
第
壱
)
口
明
治
十
八
年
徴
兵

徴
集
人
員
配
置
表

(告
第
壱
)

○
雑
報
口
大
蔵
省
か
ら
神
鞭
知
常
、
原
新
太
郎
来
県
し
新
馬
場

一
ッ
屋

へ
止

宿
。
原
新
太
郎
は
県
官
を
随

へ
小
城
郡
出
張
口
三
浦
通
晃
は
藤
津
郡

へ
出
張

口
困

っ
た
脈
取
り
口
不
孝
も

の
め
口
拘
引
せ
ら
る
○
正
誤

口
内
務
卿
九
州
巡

視

二

一
日
付
)
取
消

口
寄
書

「
国
家
ノ
精
神
」

(
※

=
二
日
付
)

一
部
誤

字
訂
正
○
社
説

(兵
ノ
要

ヲ
論
シ
併

セ
テ
朝
鮮
談
判
ノ
結
局
ヲ
祝

ス
※

一
部

削
除
)

O
佐
賀
県
録
事

口
布
畦
国
移
住
出
願
手
続

(
乙
第
壱
)

記

載

収

録

事

項

(国
際

.
国
内
)

に
対
す
る
の
関
係
を
密

に
せ
ん
と
す

(
横
浜
メ
ー
ル

新
聞
)

口
長
崎
区
の
丸
三
銀
行
支
店
は
停
業
に
つ
き

預
金
者
を
集
め
て
会
議
画
播
摩
国
姫
路
の
眼
科
医
高

橋
江
春
は
義
眼
製
造

に
成
功
す

(神
戸
又
新
日
報
)

口
仏
弟
子
で
は
あ
る
ま
い

(熊
本
区
延
命
寺
住
職
と

画
工
)

○
官
令
口
根
室
県
根
室
国
花
崎
郡
の
内

「
シ
コ
タ
ン
」

島
自
今
千
島
国

へ
編
入
色
丹
郡
と
称
す

(太
政
官
)

■
軽
罪
に
係
る
控
訴
の
規
則

(太
政
官
)
○
清
仏
彙

報
○
朝
鮮
事
変
彙
聞

○
雑
報

員
長
崎

の
勧
工
場
は
大
波
戸
の
元
旭
会
社

の

跡

に
移
転
す
る
よ
し
口
長
崎
勧
工
場
の
跡
に
石
田
県

令
官
宅
を
新
築
す
口
長
崎
三
友
銀
行
は
松
の
森
千
秋

亭

に
於
て
新
年
宴
会

口
村
田
銃
と
ス
ナ
イ
ド

ル
銃

画

大
山
陸
軍
卿

一
行
独
逸
国
伯
林
府
滞
在
中
の
話

口
久

留
米
で
耶
蘇
教
宣
教
嘱
地
租
米
納
案
廃
案
に
帰
す

口
讃
岐
国
小
豆
島
近
海
で
珊
瑚
樹
を
発
見
口
滋
賀
県

高
島
郡
岩
瀬
村

の
借
金
党

(中
外
電
報
)

O
雑
録

回
長
崎
素
平
連
第
八
回
情
歌
競
、
萩
廼
舎
如

水
評

(
案
本
謄
ほ
か
二
四
名
)

○
官
令

昌
国
道
の
等
納
を
廃
し
、
其
幅
員
は
道
敷
四



一
七

2
。

5t2

雑
報

口
官
私
印
官
文
書
偽
造
詐
欺
取
財
犯
の
弁
護
代
言
人
に
野
田
常
貞

口
明

治
十
八
年
第
壱
期

の
重
罪
裁
判
は
十
五
日
開
庁

口
殊
勝
者
賞
詞

(金
立
村
永

石
宣
教
、
野
伊
八
、
大
石
伊
平
太
、
北
島
新
蔵
、
大
野
浅
吉
、
福
地
儀
八
、

原
金
八
、
池
田
利
吉
、
花
島
武
七
、
原
卯
八
、
八
谷
為
右
衛
門
)

口
養
父
郡

西
尾
川
筋
に
幼
稚

の
死
屍
、
捜
索
す
る
も
の
な
く
困
迫
の
為
川
中
に
捨
て
た

る
も

の
な
ら
ん
口
世
上
困
迫
の
た
め
に
や
村
落
、
市
街
を
問
は
ず
悪
漢
横
行

口
人
畜
別
た
ず

口
揃
を
た
醜
行

口
秘
密
な
る
御
加
持
画
餓
鬼
女
郎
○
社
説

十
八
年

二
望
※

一
部
削
除
)

佐
賀
県
録
事

口
布
畦
国
移
住
出
願
手
続

(
乙
第
壱
)

○
雑
報

口
江

口
知
英
は
藤
津
郡
尾
上
峠
再
実
測
と
し
て
出
張

(

間
以
上
、
並
木
敷
、
湿
抜
敷
を
合
せ
て
二
間
以
上
、

総
て
七
間
よ
り
狭
少
な
ら
ず

(
太
政
官
)
口
火
薬
取

締
規
則
被
定
候
に
付
て
管
轄
庁

に
於
け
る
心
得

(
太

政
官
)

口
憲
兵
卒
概
則

(陸
軍
省
)
○
朝
鮮
事
件

○
雑
報

口
元
老
院
、
参
事
院

の
転
任
の
風
聞

閏
陸
軍

士
官
学
校
生
徒
募
集
口
福
島
県
苅
宿
仲
衛
は
国
事
犯

の
嫌
疑
で
再
度
収
監
さ
れ
無
罪
放
免

に
国
女
子
の
電

信
技
術
生
は
各
地
方
電
信
分
局
主
任
技
術
生
の
妻
女

に
限
り
採
用
し
月
俸
は
十
五
円
か
ら
七
円

ロ
ラ
ン
プ

の
害
を
防
ぐ
方
法

口
日
本
全
国
現
在
人
員

(男
女
計

三
千
七
百
四
十
四
万
二
千
九
百
六
十
六
人
)

口
布
畦

国
出
稼
人
福
岡
県
で
二
百
人
ロ
ゴ
ル
ド
ン
将
軍

の
無

事

口
大
統
領
改
選
後
米
国

の
商
況
口
伊
豆
地
方

の
借

金
党
も
亦
爆
発
弾
を
用
ふ

○
雑
録

口
長
崎
素
平
連
第
八
回
情
歌
競

(虎
逸
ほ
か

二
〇
名
)

○
官
令

口
憲
兵
卒
概
則

(
陸
軍
省
)
○
朝
鮮
事
件

○
清
仏
彙
報

○
雑
報
口
新
列
華
族

へ
特
賜
の
噂

(
侯
爵
拾
萬
、
伯

爵
五
萬
、
子
爵
弐
萬
円

の
五
朱
利
付
金
禄
公
債
証
書

口
国
会
議
事
堂
建
設
六
月
に
着
手
予
定

口
南
洲
翁
の

遺
書

「
対
韓
策
」

口
電
線
製
造
の
工
妙

口
日
本
人
の

急
劇
は
某
国
人
の
緩
慢
に
優
る
■
霊
鳥

(鶴
)
禁
猟

要
求
■
大
宮
、
宇
津
宮
鉄
道
工
事
着
手

口
明
治
十
七

年
中
全
国
新
聞
記
者
処
刑
の
数

(通
算
罰
金
千
七
百

九
十
六
円
二
十
五
銭
)

口
札
幌
県
下
市
来
郡
で
炭
山

発
見
口
鹿
児
島
県
で
は
牛
肉
売
買
規
則
を
布
達
の
予



西
暦
年
号

月

日

一

・

一
八

(
日

)

一

.
二
〇

項乙死t25t2
、

記

載

収

録

事

項

(
県

内

)

霞
明
治
十
七
年
后
度
地
税
不
納
者

の
財
産
公
売
処
分
、
古
賀
村
三
拾
五
名
、

東
山

田
村
九
名
、
早
津
江
村
五
拾
六
名
、
上
和
泉
村
拾
六
名
、
唐

人
町
九
名
、

蓮
池

村
六
名
口
強
盗
○
社
説

(寧

ロ
鶏

ロ
ト
ナ
ル
モ
牛
後
ト
ナ
ル
勿

レ
)

○
寄
書
口
牧
民
官

二
望

ム

(
西
鰍

一
寒
生
)

口
短
歌

(
正
岡
吉
胤
ほ
か
五
名
)

○
佐
賀
県
録
事
口
同
業
組
合
準
則

(番
外
)

○
雑
報

口
長
瀬
町
旗
崎
文
八
は
日
新
小
学
校
建
設

に
金
員
を
寄
附
し
又
学
事

普
及

に
熱
心
■
美
人
虫
を
喰
ふ
て
飽
か
ず

口
不
行
跡

口
喰
逃
げ

口
拐
帯

(
※

も
ち
に
げ
)

○
正
誤

■
律
詩

(
※
十
六
日
付
)

一
部
訂
正
○
社
説

(
活
眼
ヲ
支
那
に
注
射

セ
ヨ
、
朝
鮮
講
和
条
約

ヲ
読
ム
)
○
寄
書
1
衰
運
ヲ
挽
回
ス
ル
ハ
地
券
ノ
実

価
ヲ
得
セ
シ
ム
ル

ニ
ア
リ

(北
遊
酔
士
)

○
佐
賀
県
録
事

口
郡
役
所
事
務
数
件
取
調
様
式

(
乙
第
五
)

'

○
雑

報
口
県
庁
彙
報

(野
田
豹
吉
は
小
城
郡
書
記
に
、

絹
川
嘉

久
馬
、
執
行
軌
正
は
収
税
課
に
)

渋
谷
敏
は
学
務
課
に
、

記

載

収

録

事

項

(
国
際

・
国
内
)

定
口
秩
父
暴
徒

の
田
代
栄
助
、
加
藤
鉄
平
、
内
野
総

平
に
死
刑
口
福
多
の
米
況

(福
岡
新
聞
)

口
東
京
大
雪
口
独
乙
人
乃
日
本
人
評
口
壱
岐
通
信

(

.
武
生
水
治
安
裁
判
所
は

一
月

一
日
開
庁
式

・
農
学

校
近
く
開
校
す
、
校
長
山
本
亀
三

・
金
銭
に
困
迫
し

総
死
せ
る
者
多
し
)

○
官
令

國
憲
兵
卒
概
則

(陸
軍
省
)
○
朝
鮮
事
件

○
清
仏
彙
報
○
雑
報
口
代
言
人
資
格
年
限
制
定
の
噂

さ
口
羅
馬
字

(
※

ロ
ー
マ
字
)
会
規
則
書
口
銀
行
休

業
の
影
響
学
校

に
及
ぶ

(京
都
府
)

口
大
阪
で
耶
蘇
退
治

の
う
た
大
流
行
す

(
そ
の
歌
詞
)

O
官
令
口
府
県
立
学
校
長

一
等
教
諭
の
儀
特
別
の
詮

儀
を
以
て
奏
任
と
な
す
を
得
比
旨
相
達
候

(
太
政
官
)

口
華
族
懲
戒
例

(太
政
官
)
○
朝
鮮
事
件
○
清
仏
彙

報○
雑
報
口
栄
転
栄
進
の
風
説

口
華
族
大
礼
服
の
徽
章

口
大
山
陸
軍
卿

一
行
の
帰
朝
予
定
と
四
師
団
八
鎮
台

計
画

口
越
後
国
苅
田
郡
山
中
村

の
地
税
減
額
請
願

の

理
由

■
紐
育

に
お
け
る
日
本
製
茶
商
況

(
将
来
純
色



一

・
二

一

一

・
二

二

54
。

t2乙t25

口
杵
島

郡
の
米
穀
改
良
の
効
を
奏
す
。
殊
に
横
手
、
牛
屋
、
築
切
遠

の
本
村

は
美
質
○
正
誤
口
拐
帯

(
※

一
八
日
付
)

一
部
訂
正
○
社
説

(寧

ロ
鶏

ロ
ト

ナ
ル
モ
牛
後
ト
ナ
ル
勿

レ
)
○
寄
書

口
壱
岐
国
諸
君

二
告
グ

(
在
長
崎
、
近

藤
秀

次
郎
)

口
短

歌
、
狂
歌
、
詩

(秋
芳
園
東
離
ほ
か
四
名
)

○
佐
賀
県
録
事

口
小
城
郡
池
上
ケ
里
外
二
村
戸
長
小
原
包
祥
の
公
用
印
遺
失

届
出

(告
第
弐
)

口
大
阪
府
下
奈
良
の
博
覧
会

に
管
下
有
志
者
に
於
て
は
可

成
出
品
可
致

(告
第
参
)

国
戸
籍
取
調
表

(
乙
第
四
)

○
雑
報
口
師
範
学
校
、
中
学
校

へ
学
事
奨
励
の
た
め
文
部
省
よ
り
附
与
せ
ら

れ
た

る
書
籍
及
び
器
械

霞
田
中
信
発
は
佐
賀
郡
戸
長
役
場
を
巡
回

口
元
町
称

念
寺

へ
設
け
あ
り
し
徴
兵
署
は
十
九
日
閉
鎖
し
大
久
保
司
令
官
は
大
分

へ

口
三
根
郡
市
武
部
西
島
小
学
校
は
岡
村
逸
作
戸
長
、
、大
石
武
七
、
吉
村
佐
太

郎
の
尽
力
で
新
築
再
開
校
、
十
日
に
開
校
式
を
執
行
す

口
是

で
改
心
せ
よ
O
社
説

へ活
眼
ヲ
支
那

二
注
射
セ
ヨ
)
○
雑
録

口
和
漢
蘭

草

(
酔
多
道
士
)

○
佐
賀
県
録
事
口
徳
島
県
管
下
各
港
湾
河
岸
出
入
船
舶
商
品
等
取
調
に
つ
き

関
係
者
は
夫
々
届
出
ぺ
し

(告
第
四
、
乙
第
七
拾
八
)

○
雑
報

画
県
庁
彙
聞

(糸
山
与
三
、
千
綿
文
八
は
杉
樹
挿
付
を
よ
び
官
林
巡

視
の
た
め
各
郡

へ
出
張
)

口
強
盗
犯

の
弁
護
代
言
人
に
米
倉
経
夫
、
官
印
及

び
官
文
書
偽
造
詐
欺
取
財
未
遂
犯

の
弁
護
代
言
人
に
野
田
常
貞

國
某
氏
は
丸

三
銀
行
休
業
で
気
病
国
稲
盗
人

口
酒
故
火
災

(死
)
と
は
気
の
毒

口
強
盗

口
如
何

に
淫
婦
な
れ
ば
漣

○
正
誤

口
養
父
郡
西
尾
川

に
幼
稚

の
死
屍

(
※

一
六
日
付
)
佐
賀
警
察
署
よ

製
茶
法
を
改
良
し
、
価
格
を
適
当
に
し
需
要
を
測
て

供
給
を
進
め
、
着
色
茶
を
排
却
し
、
我
純
色
茶
を
以

て
市
場
を
占
有
せ
よ
)口
魯
国
虚
無
党

の
再
興
口
西
洋

諸
国
運
輸
交
通
の
進
歩

口
石
油
の
騰
貴
せ
し
よ
り
、
石
油

に
混
合
物
を
な
し

て
販
売
せ
る
好
商
あ
り

(東
京
新
聞
)

口
長
崎
区
内

の
麻
疹
病
の
原
因
○
正
誤

口
伊
豆
地
方
借
金
党
も
亦

爆
裂
弾
を
用
ゆ

(※

一
六
日
付
)
取
消

○
官
令

口
華
族
懲
戒
例

(太
政
官
)

口
徴
兵
事
務
条

例
中

の
在
学
証
明
書
の
書
式

(
文
部
省
)
○
朝
鮮
事

件O
雑
報
口
華
族
口
神
奈
川
、
千
葉
県
で
天
然
痘
流
行

國
地
質
調
査
学
校
設
立
計
画
国
鹿
児
島
大
学
校
即
ち

造
士
館
は
開
校
近
し
■
静
岡
県
庁
新
築
の
廃
議

(
函

右
月
報
)
口
魯
国
虚
無
党
再
興
口
夜
光
の
玉

(新
潟

県
西
頸
城
郡
)

口
長
崎
情
況
○
正
誤

國
江
州
に
も
借
金
党

(
※

一
五

日
付
)
取
消

○
朝
鮮
事
件

○
雑
報

口
日
本
政
府
よ
り
日
耳
曼

の
ピ
ス
マ
ー
ク
へ

旭
日

一
等
勲
章
を

(
上
海
の
新
聞
)

口
巡
査
志
願
採

用
方

口
代
言
人
試
験
委
員
に
名
村
泰
蔵
ほ
か
ロ
ヘ
ン

リ
ー

・
ア
ル
・
カ
ッ
セ
ル
は
鉱
石
を
溶
し
金
分
を
取

る
発
明

(
ヘ
ラ
ル
ド
新
聞
)

口
秋
田
県
の
暴
風
雨



西
暦
年
号

月

日

一

・
二

三

一

・
二

四

(
日

)

項t25t2

記

載

収

録

事

項

(
県
内

)

り
取
消
要
求
文
○
社
説

(寧

ロ
鶏
ロ
ト
ナ
ル
モ
牛
後
ト
ナ
ル
勿
レ
)
○
寄
書

口
民
権
拡
張

セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ

(壱
岐

河
内
格
之
助
)

O
佐
賀
県
録
事

口
当
県
下

に
於
て
貸
座
敷
及
び
芸
娼
妓
営
業
を
為
さ
ん
と
す

る
者

は
本
管
官
衙
の
添
翰
を
以
て
願
出
、
他
府
県
に
於
て
営
業

の
場
合
は
所

轄
警
察
署

へ
願
出
添
翰
を
受
く
ぺ
し

(甲
第
三
)

口
地
祖
に
関
す
る
諸
帳
簿

様
式

(乙
第
八
)

口
証
書
類
調
理
順
序

(乙
第
拾
)

○
雑
報
凹
松
原
町
市
中
務
所
仕
組
所
内

へ
議
事
堂
及
び
迎
賓
館
新
築
の
事
務

所
を
置
き

「
公
会
堂
建
築
事
」

の
招
聰
を
揚
げ
た
り
口
明
治
十
七
年
中
民
事

刑
事

の
統
計

■
謀
殺
犯
、
殴
打
致
死
犯
、
強
盗
及
び
囚
徒
逃
走
並
に
官
吏
に

抗
拒
し
て
負
傷
せ
し
め
た
る
被
告
の
弁
護
代
言
人
に
そ
れ
ぞ
れ
酒
井
常
次
、

川
原
伝
治
、
副
島
勝
忠

口
佐
賀
郡
相
応
津
の
貧
困
者

へ
、
古
賀
吉
平
、
柴
田

金

一
は
玄
米
を
救
笹
た
り
口
騙
ら
れ
た
り

口
鵜
胡
鳥

(役
場
の
騒
動
立
役
者
委
員
の
早
替
り

(
※
十
日
付
)

の
正
誤
労

々
)
○
社
説

(寧

ロ
鶏

ロ
ト
ナ
ル
モ
牛
後

ト
ナ
ル
勿

レ
)
○
寄
書

口
教
育
論

(
在
丹
邸

西
門
主
人
)

○
佐
賀
県
録
事

口
小
城
町
字
蛭
子
町
古
川
二
兵
衛
所
有
の
宅
地
ほ
か
十
二
件

の
遺
失
或
は
流
失
等
届
出

(告
第
五
)

■
町
村
会
規
則
第
二
十
条
を

一
部
改

正

(
甲
第
六
)

○
雑
報

口
田
中
忠
太
郎
は
船
燈
検
査
の
た
め
各
郡
を
巡
回
口
強
盗
犯
の
弁
護

代
言
人
に
大
塚
鉄
造

国
明
治
十
七
年

の
訴
訟
件
数

口
妙
計

記

載

収

録

事

項

(国
際

・
国
内
)

○
朝
鮮
事
件

○
雑
報
口
宮
中
御
歌
会

の
兼
題

一
月
暁
更
鶏
、

二
月

初
聞
鶯
、
紀
元
節
和
風
報
春
、
三
月
源
親
房
、

四
月

夜
思
花
、
五
月
首
夏
雨
、
六
月
泊
水
鶏
、
七
月
班
捷

好
、
八
月
幽
栖
萩
、
九
月
魚
村
月
、
十
月
古
渡
霧
、

天
長
節
紅
葉
映
日
、
十

一
月
順
盲
院
、
十
二
月
冬
神

祇

口
内
外
船
艦
情
況

鳳
越
後
国
苅
田
郡
山
中
村
の
地

租
減
額
請
願
の
理
由

(自
由
新
聞
)

○
朝
鮮
事
件

○
雑
報

口
免
換
紙
幣

の
発
行
は
来
二
月
ご
ろ
に
口
明

治
十
六
年
七
月
よ
り
十
七
年
六
月
ま
で
の
官
報
摺
高

は
二
百
二
十
九
万
四
千
六
百
零
七
部
口
警
醒
社
発
免

の
東
京
毎
週
新
報
は
基
督
教
新
聞
と
改
題
す

嘱
紀
州

子

ル
の
来
歴
口
合
衆
国
貨
幣
の
鋳
造
口
長
崎
築
町
松

田
商
行

の
処
有
船
源
丸

(船
長
江
口
清
八
、
事
務
長
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■
福
岡
県
大
の
島

の
火
事
○
社
説

(寧

ロ
鶏

ロ
ト
ナ
ル
モ
牛
後
ト
ナ
ル
勿

レ
)

○
雑
録

口
出
ソ
ー
デ
出
ナ
イ

(浮
羅
漢
)

口
貧
家
精
神
論

(長
崎
抜
天
痴
史
)

口
詩

二
首

○
佐
賀
県
録
事

口
明
治
十
七
年
八
月
乙
第
百
三
拾
号
達
に
第
七
条
及
び
山
林

通
信
事
を
追
加

(
乙
第
拾
弐
)

口
第

一
期
重
罪
裁
判
所

一
月
十
五
日
よ
り
開

庁
候

(告
第
六
)

口
明
治
十
六
年
九
月
乙
第
四
拾
壱
号
を

一
部
更
正
候

(
乙

第
拾

四
)

口
官
吏
恩
給
令
及
び
戸
長
退
官
賜
金
法
に
当
該
す
る
者
は
、
勤
続

年
数
、
月
俸
額
等
を
詳
記
し
請
求
当
庁

へ
申
出
ぺ
し

(
乙
第
拾
五
)

○
雑
報

口
坂
元
規
貞

は
学
区
巡
視

の
た
め
佐
賀
、
神
埼
郡

へ

口
困

っ
た
雪
穏
あ
ら
ひ
の
御
婆
様

ン
だ

口
犬
好
遠
か
ら
ず
我
公
の
耳
に
入
る

○
正
誤
翻
訴
訟
件
数

(
※
二
四
日
付
)

一
部
訂
正
○
社
説

(活
眼
ヲ
支
那

二

注
射

セ
ヨ
)
○
雑
録

国
五
鼎
三
食

ム
場
所

ノ
何

ソ
多
キ
ヤ

(食
色
性
人
)

口
詩
二
首

○
佐
賀
県
録
事

口
佐
賀
、
小
城
、
杵
島
、
藤
津
沿
海
に
於
て
毎
年

一
月
よ
り

六
月
ま
で
揚
巻
貝
を
採
捕
す
る
こ
と
を
禁
ず

(甲
第
九
号
)

小
林
)
の
人
気

○
朝
鮮
事
件
○
清
仏
彙
報

○
雑
報

口
在
官
中
死
去
の
百
武
兼
行

に
俸
給
三
ケ
月

分
を
下
賜
凹
陸
軍
拡
張

口
海
軍
省

は
仏
国

へ
軍
艦
三

艘
を
注
文
口
西
南
の
役
に
て
分
取
せ
し
日
本
刀
二
千

余
振
は
サ
ー
ベ

ル
形
に
製
し
て
貯

へ
あ
り
し
が
今
度

熊
本
鎮
台

へ
送
附
さ
れ
し
と
か
口
英
国
の

ハ
レ
ッ
セ

ル
が
日
本
画
を
評
せ
り

(美
術
新
報
)

国
秩
父
暴
徒

の
刑
期
宣
告

口
合
衆
国
貨
幣

の
鋳
造

口
布
畦
国
出
稼

人
八
百
五
十
人
と
小
供
百
余
人
は
廿
七
日
頃
出
帆

(

中
外
物
価
新
報
)

璃
長
崎
通
信

(
石
炭
、
洋
銀
、
諸

貨
の
取
引
)

幽
鹿
児
島
新
聞
社
前
社
主
野
村
盛
詮
、

印
刷
人
石
神
善
太
郎
は
入
獄
中
の
処
廿

一
日
刑
期
満

限
出
獄

口
硫
黄
島

の
噴
火
徴
候

の
報

口
浅
草
で
失
火

○
官
令
口
士
官
生
徒
入
学
検
査
格
例

へ陸
軍
省
)

○
朝
鮮
事
件

-
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記

載

収

録

事

項

(
県

内

)

○
雑
報

口
宮
中
御
歌
会
始
の
鍋
島
直
大
の
歌
口
福
島
輝
世
、
鬼
崎
精

一
は
中

央
共
進

会
事
務
取
扱
と
し
て
出
京

口
相
良
享

に
祭
資
料
金
五
拾
円
下
賜

口
第

三
回
地
方
衛
生
会
を
開
設
口
無
罪
放
免

口
揚
巻
貝
採
捕

の
禁
に
は
近
傍

の
漁

夫
幾
分
か
困
る
な
ら
ん
口
清
水
明
勲
の
死
去
に
伴
い
、
米
穀
改
良
会
社
は
旧

城
東
門
内
の
中
野
致
明
宅
に
移
転

口
強
盗

口
西
田
代
町
真
覚
寺
徒
弟
の
自
殺
口
強
賊
○
社
説

(活
眼

ヲ
支
那

二

注
射
セ

ヨ
)
○
雑
録

国
狼
狽
を
究

メ
タ
リ

(
多
欲
坊
)

口
詩

(梅
穏
老
頑
、
本
庄
実
、
森
周
蔵
)

○
雑
報

口
中
島
十
太
郎
は
官
地
拝
借
願
其
他
検
査
と
し
て
各
郡
を
巡
回
口
弁

護
代
言
人
の
変
更

口
奇
篤
な
車
夫

(
杵
島
郡
下
小
田
村
竹
田
嘉

一
)

国
高
尾
村
の
米
商
松
本
半
蔵
計
略
に
証
感
た
り
口
可
憎
悪
妊

画
強
盗
○
社
説

(東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
力
倫
敦
タ
イ
ム
ス
新
聞

ヨ
リ
訳
出

ス
ル
所
ヲ
読
ミ

テ
魯
国

二
第
二
ノ
始
皇
帝
有
ヲ
観

ル
)
○
雑
録

幽
肥
前
誌

(赤
松
仙
史
)

口
短
歌

(大
枝
元
人
)

○
雑
報

国
武
田
直
道
、
鬼
崎
精

一
は
神
埼
郡
腹
巻
山
牧
場
検
査

へ
口
松
見
安

次
郎
は
武
雄
警
察
署

へ
配
転
口
水
田
に
水
を
漕
概
ぐ
水
揚
器
械
を
見
本
品
を

県
勧
業

課
で
製
造

口
棄
児
口
貧
ゆ
え
官
を
欺

記

載

収

録

事

項

(国
際

.
国
内
)

O
雑
報

口
宮
中
御
歌
会
始

の
御
歌

繭
我
邦
と
締
盟
各

国
と
の
条
約
改
正
談
判
は
既
に
整
ふ
口
小
樽
、
敦
賀
、

馬
関

を
開
港
の
予
定
口
認
可
済
み
の
神
仏
両
道
の
管

長
口
十
八
日
の
上
野
公
園
の
大
運
動
会
の
景
況
口
硫

黄
島
噴
火
徴
候
の
視
察
口
東
京
朝
野
新
聞
は
発
行
停

止○
官
令

口
士
官
生
徒
入
学
志
願
者
心
得

(陸
軍
省
)

○
朝
鮮
事
件

○
雑
報
口
宮
中
御
歌
会
始
御
歌
口
上
野
公
園
の
大
運

動
会
景
況

口
仙
台
鎮
台
榴
ケ
岡
に
砲
台
を
新
築

(

報
知
新
聞
)
口
西
洋
と
東
洋
の
償
金
額
の
差

口
米
国

医
家
テ
ー
ラ
が
脚
気
病
因
を
発
表

(脚
気
病
虫
は
米
、

麦
、
水
等
日
本
人
第

一
の
食
物
よ
り
発
生
す
)

○
官
令

口
士
官
生
徒
入
学
志
願
者
心
得

(
陸
軍
省
)

○
朝
鮮
事
件

○
雑
報

口
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ル
レ
ヤ
ン
ス
万
国
博
覧
会

敷
地

口
医
籍
簿

口
大
阪
造
幣
局

へ
英
国
産

の
銀
塊

ロ
伊
藤
、
松
方
、
山
県
、
西
郷
の
四
参
議
は
共
同
運
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口
変
な
金
儲
け

口
婬
婦
実
母
を
証
惑
す
○
社
説

(東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
が

倫
敦

タ
イ

ム
ス
新
聞

ヨ
リ
訳
出
ス
ル
所
ヲ
読
テ
魯
国

二
第
二
ノ
始
皇
帝
有
ヲ

観

ル
)
○
雑
録

口
肥
前
誌

(
赤
松
仙
史
)

O
雑
報
口
神
埼
郡

に
警
察
署
新
設
の
要
望

口
殊
勝
者

に
賞
与

(
杵
島
郡
築
切

村
小
野
利
右
衛
門
、
甘
久
村
御
厨
吉
三
郎
、
築
切
村
小
野
初

一
、
武
雄
村
杵

島
貯

蓄
会
社
渋
谷
清
六
、
戸

ケ
里
村
川
崎
伊
吉
、
盧
村
岩
永
松
兵
衛
)
口
神

埼
郡
広
滝
山
辺
に
二
百
有
余
人
の
貧
民
集
合
を
徳
川
権
七
が
聞
知
、
廿
三
月

其
場

に
馳
行
、
集
合
な
し
居
る
理
由
杯
聞
糾
、
当
時
柄
数
人
数
集
り
居
て
は

官
の
嫌
疑
も
恐
る
の
み
な
ら
ず
却
て
費
も
た
た
ば
早
解
散
し
て
銘

々
其
分
限

を
守

り
節
約
を
な
す
よ
り
外
な
し
と
解
示
せ
し
に
一
同
解
散
し
た
り
口
馬
耳

東
風
連
の
隊
長

口
変
な
金
儲
け

口
婬
婦
実
母
を
証
惑
す

(
※
二
九
日
付
)
事
実

に
相
違
あ
り

○
社
説

(我
征
討
軍

ハ
恐

ハ
支
那

二
進
入
ス
ル
ニ
及
バ
サ
ラ
ン
カ
)
○
雑
録

ロ
ヤ

ッ
パ
リ
夢

(長
崎
抜
天
痴
誌
)

幽
看
板

ノ
有
無

ニ
ア
ラ
ス

(世
話
屋
記
)
口
詩

(
西
偶
草
奔
臣
)

輸
会
社
と
三
菱
会
社
の
正
副
社
長
を
召
喚
し
、
両
社

の
競
争
甚
だ
し
き
よ
り
そ
の
極
遂

に
海
上
の
危
険
を

招
く
こ
と
あ
ら
ん
を
憂
慮
し
説
諭

(東
京
新
聞
)

口

幽
魂
の
文
通

(
西
字
新
聞
)
口
浜
松
で
大
火

○
官
令

口
明
治
十
七
年
十
二
月
朝
鮮
国
京
城

に
於
て

生
起
せ
し
事
変

に
関
し
同
国
政
府
に
談
判
せ
し
結
約

(
太
政
官
)

口
士
官
生
徒
入
学
志
願
者
心
得

(
陸
軍

省
)
○
朝
鮮
事
件

○
雑
報
口
商
標
条
例
附
則
追
加
口
免
換
拾
円
券
出
来

廟
公
私
立
学
生
多
数
集
合
粗
暴
危
険
の
行
為
な
き
様

学
校
に
於
て
厳
し
く
取
締
む
ぺ
し
口
朝
鮮
駐
米
公
使

ブ
ー
ト
長
崎
に
来
着

口
上
海
に
巡
査

(分
部
善

一
郎
、

山
村
虎
太
郎
)
を
置
く
員
教
導
団
生
徒
の
現
員
は
九

百
四
十
二
名
、
士
官
学
生
四
百
十
八
名
、
幼
年
生
百

二
十

一
名

口
防
滝
之
助
が
蟹
肉
の
月
夜
に
減
ぜ
る
理

由
を

口
山
梨
県
で
大
火


